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大空に

みんなの声が

こだまする

風薫る 季節。各小学校では運動会の開 催で す。懸命

に走る 姿に「がんばれ！負けるな！」声援が沸き起こ

り ます。胸のリボンは勝利の証 。ちょっとだけ得意気

になります。お父さん ，お母さんも競技や準備に加わ

り運動会を盛り 上げます。みんなが頑張った一日。



介護保険制度
平成12年４月スタート

わが国では急速な 高齢ｲ匕とともに、介護の問題が老後の最大の課題となっています。

介護が必要になっても、できる限り自立して生活したい、と願うのはだれでも同じです

が、核家族化の進展など、現実には家庭だけで介護を行うことは非常に困難になってい

ます。

そこで介護を社会全体で支える介護保険制度が来年４月１日にスタートします。

町では円滑な制度導入ができるよう現在準備を進めているところです。今月号では介

護保険制度についてお知らせいたします。

・

介
護
保
険
制
度
の
し
く
み

Ｏ

必
要
な
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
を
総
合
的
に
提
供

介
護
保
険
制
度
で
は
、
高
齢
者
介

護
に
関
す
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
医
療

サ
ー
ビ
ス
の
総
合
的
、
一
体
的
な
提

供
が
可
能
と
な
り
、
利
用
し
た
い
サ

ー
ビ
ス
を
選
ん
で
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
四
十
歳
以
上
の
だ
れ
も
が

保
険
料
を
納
め
。
介
護
が
必
要
と
な

リ
認
定
さ
れ
る
と
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

必
要
な
「
介
護
」
が
状
況
に
あ
わ

せ
て
選
択
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

運
営
を
す
る
保
険
者
は
国
見
町
で
、

国
と
県
が
財
政
な
ど
で
支
え
る
し
く

み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

市町村(保険者)加入者(循保険者)サービ ス提供機関



・

保
険
料
と
そ
の
納
め
方
・

第
一
号
被
保
険
者
（
六
十
五
歳
以

上
）

第
二
号
被
保
険
者
（
四
十
～
六
十
四

歳
）

介
護
保
険
料
を
納
め
る
被
保
険
者

は
四
十
歳
以
ｈ
の
人
で
す
。
保
険
料

は
所
得
に
応
じ
て
納
め
ま
す
が
、
被

保
険
者
に
は
二
種
類
あ
り
ま
す
。

六
十
五
歳
以
上
の
第

。
９
被
保
険

者
は
、
町
が
定
め
た
保
険
料
を
主
と

し
て
年
金
か
ら
の
天
引
き
で
支
払
い

ま
す
。

四
十
～
六
卜
四
歳
の
第
二
黔
被
保

険
者
は
、
加
人
し
て
い
る
医
療
保
険

の
算
定
方
式
に
基
づ
い
て
、
そ
の
保

険
料
と
い
っ
し
よ
に
支
払
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
倣
康
保
険
組
合
な
ど
で

は
保
険
料
の
半
分
を
嘔
業
主
が
支
払

い
、
国
保
で
は
定
め
ら
れ
た
金
額
の

半
分
が
公
費
負
担
さ
れ
ま
す
。

保
険
料
は
定
期
的
に
見
直
し
が
行

わ
れ
、
保
険
料
を
支
払
わ
な
か
っ
た

人
に
対
し
て
は
、
未
納
状
況
に
よ
っ

て
の
罰
則
が
定
め
ら
れ
ま
す
。

申請からサービスを受けるまで

申

請

支
緩
や
介
護
が
必
要
な
と
き
は
本
人

か
家
旗
が
市
町
村
の
担
当
窓
口

に
申

鋼
し
ま
す
。

（
申
請
の
受
付
は
、
平
成
十
一
年
十

月
一
日
か
ら
は
じ
ま
り
ま
す
。
）

調
　
査

跼
査
員
が
防
問
し
、
本
人
の
心
身
の

状
態
に
つ
い
て
全
国
共
通
の
餌
査
票

に
よ
り
鯛
査
し
ま
す
。

認
　
定

調
査
結
果
と
医
師
の
意
見
書
に
よ
り
、

保
健
・
医

療
・
福
祉
の
専
門
家
た
ち

か
ら
な
る
介
護
認
定
審
査
会
で

、
介

躡
や
支
援
が
必
要
か
ど
う
か
を
判
定

し
、
市
町
村
が
昭
定
し
ま
す
。
（
認

定
は
申
請
か
ら
三
十
日
以
内
に
進
め

ま
す
。
）

介
護
サ
ー
ビ
ス

計
画

本
人
と
家
族
の
要
望
を
も
と
に
、
介

瞳
支
援
専
門
家
が
い
ろ
い
ろ
な
サ
ー

ビ
ス
を
組
み
合

わ
せ
、
認
定
結
果
に

応
じ
て
定
め
ら
れ
た
サ
ー
ビ
ス
限
度

額
の
範
囲
内
で
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
計

画
（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）
を
作
成
し
ま
す
。

介
護
リ
ー
ビ
ス

提
供

介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
に
よ
る
在
宅
介

護
サ
ー
ビ
ス
、
あ
る
い
は
施
設
入
所

で
の
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ

れ
ま
す
。



介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
に
は
・

介
護

サ
・・・・
ビ
ス

を
受

け
る
と

き
に

は

、
ま

ず
、
市

町
村

の
担

当
窓

口
ま

た

は
介

護
施

設
等

に
、
申

請

を
し
な

け

れ
ば

な
り

ま
せ

ん
。

ま
た

、
第

一

号

被
保

険
者

の
す

べ
て

と
申

請
を
し

た

第
二

吁
被

保
険

者

に
は
、

保
険
旺

が

交
付

さ
れ

ま
す

。

六
十

五
歳

以
上

の
人

に
つ

い
て
は
、

介

護
や

支
援

を
必

要
と

す
る

と
き

い

つ
で
も

申
請

で
き

ま
す

が
、

四
十

～

六
卜

四
歳

の
人
は

、
老

化

に
と
も

な

う
病
気

の

み
に

つ
い
て

サ
ー

ビ
ス

を

申

請
で

き
ま

す

。

訪

問

調

査

票
に

医

師

の

意
見
書
を
添
え
て
　
一
次
判
定

申
請
を
受
け
た
市
町
村
か
ら
は
調

査
員
（
担
当
職
艮
ま
た
は
委
託
さ
れ

た
介
護
支
援
専
門
員
）
が
、
家
庭
を

訪
問
し
て
、
介
護
を
必
要
と
す
る
人

の
心
身
の
状
況
を
全
国
共
通
の
調
査

票
に
よ
り
凋
査
し
ま
す
。
調
査
結
果

は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
入
力
さ
れ
判

定
さ
れ
ま
す
。
一
次
判
定
の
結
果
に

本
人
が
晋
段
受
診
し
て
い
る
医
師
の

意
・見
書
を
添
え
。
介
護
認
定
審
査
会

に
提
出
さ
れ
ま
す
。

専
門
家
た
ち
が
要
支
援

や

要
介
護
を
判
定
　
　
二
次
判
定

市
町
村
な
ど
の
介
渡
認
定
審
査
会

は
、
枚
数
の
専
門
家
で
構
成
さ
れ
、

訪
問
副
査
結
果
と
医
師
の
意
見
酋
を

も
と
に
、
非
該
ｉ
か
、
要
支
援
・
要

介
護
（
第
五
段
階
）
か
の
判
定
を
行

い
ま
す
。

こ
の
判
定
に
不
服
の
あ
る
と
き
は
、

都
道
府
県
の
介
護
保
険
審
査
会
に
申

し
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

認
定
結
果
は
定
期
的
に
更
新
が
あ
り

ま
す
。

・
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
策
定
・

認
定
が
な
さ
れ
る
と
、
す
ぐ
に
介

護
支
援
専
門
員
が
、
本
人
や
家
庭
の

希
望
を
尊
取
し
て
い
ろ
い
ろ
な
サ
ー

ビ
ス
を
組
み
合
わ
せ
て
、
支
援
や
介

護
度
に
応
じ
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画

（
表
―
）
を
作
成
し
ま
す
。
介
護
サ

ー
ビ
ス
計
両
は
自
分
で
も
作
成
で
き

ま
す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
は
、
要
支
援
か

ら
要
介
護
度
５
ま
で
の
段
階
に
よ
っ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
給
付
限
度
額
が
股
定

さ
れ
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
の
給
付
は
申
請
日
ま
で

さ
か
の
ぽ
っ
て
な
さ
れ
、
ま
た
現
金

に
よ
る
給
付
は
原
則
と
し
て
あ
り
ま

せ
ん
。
要
介
護
と
認
定
さ
れ
る
と
施

設
入
所
に
よ

る
介
護
も
選
択
で
き
ま

す
。

〈表１〉　要介護3の場合の在宅サービス標準例

・

一
割
は
利
用
者
の
負
担
・

介
護
保
険
か
ら
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

た
と
き
は
、
原
則
と
し
て
か
か
っ
た

費
用
の
一
割
を
負
担
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
ま
た
、
施
般
に
入
っ
た
場
合

は
、
費
用
の
一
割
の
ほ
か
に
、
食
費

を
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

負
担
が
高
く
な
り
す
ぎ
る
場
合
は
。

一
定
額
で
頭
打
ち
に
し
ま
す
。
特
に

所
得
が
低
い
方
の
場
合
は
、
頭
打
ち

の
額
を
低
く
し
て
負
担
が
取
く
な
り

す
ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま
す
（
高
額
介

護
サ
ー
ビ
ス
費
）。
ま
た
、
所
得
の
低

い
方
に
つ
い
て
は
施
設
に
人
つ
た
瑚

合
の
食
費
も
低
く
な
り
ま
す
。

施設介護

入所施設 �
入所費
平均月額

特別 養 護老人 ホー ム

在宅で介護を受けるのが
困難で．常時介護や磯能
馴練が必要な人の施設 �31

万

５千円

老 人 保 健施設

病気の治療か終わった人
や病気が安定した人に、
介護や機能訓練などを行
なう施設 �33

万

９干円

療養 型病 床群等

治療だけでなく長期に
わたる療養や介護が必
要な高齢者が入院する

施設 �46

万
１千円

＊入所 費の１副と食費相当分を目己負j§し ます。

在宅介護
●介護サービスのめやすとサービス費の平均利用額

要介護席 �� サービスのめやす

�詞
要古糧 ��機能訓練の必要性による週２回の通所

リハビリ �
６万円

ｌ
�

○ �排泄
、入浴、身じたく等に一部介助が

必要な状態で毎日何らかの介護 �17
万円

�＠ �
排泄、入浴、身じたく等に一部または
全介助が必要、週３回の適所リハビリ
や毎日何らかの介慶 �20

万円

�Ｏ�
排泄、入浴、身じたく等に全介助、夜
間か早朝の巡回訪問等毎日２回の介護
(週３回訪問看護含) �26

万円

�○ �
排泄、入浴、身じたく等に全介助、夜
間か早朝の巡回訪問等毎日２～３回の
介護（遇３回防問看護含） �31

万円

�＠ �
生活全般にわたつてに全面的介助、夜
間か早朝の巡回防問等毎日３～４回の
介護（遇３回防問忝護含） �35

万円

＊ショートスティとの 組み合 わせかできます。

事痴呆では適所リハビリなど毎日の介護（要介躓34 ）

＊サービ ス費の １創を自己負担します．
に 田  度 価 .･



・
介
護
保
険
で
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
・

介
護
保
険
で
は
、
介
護
が
必
要
に

な
っ
て
も
、
で
き
る
限
り
住
み
恨
れ

た
自
宅
で
、
自
立
し
た
生
活
が
で
き

る
よ
う
、
必
要
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、

医
療
サ
ー
ビ
ス
を
総
合
的
に
受
け
ら

れ
る
仕
組
み
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

特
に
在
宅
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、

高
齢
者
夫
婦
世
帯
で
ど
ち
ら
か
一
人

が
寝
た
き
り
に
な
っ
て
も
自
宅
で
邦

ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス

の
水
準
を
め
ざ
し
、
充
実
を
図
り
ま

す
。

介護保 険制度に

関する問い合 わせは

保健福祉課福祉係まで

公585－2793

要支援状態

家事など日常

生活に支援 が

必要な状態

要支援状 態の

方 は、施設 サ
ービ スは受け
られません

要介護状態

寝 たきり 、痴

呆 などで常に

介護を必要と

する状態

要介慶状態の

方は、住宅・
施設両方のサ

ービ スが受 け
られます

【在宅サービ ス】
● 家 庭 を 訪 問 す る サ ー ビ ス

・ホ ームヘルパーの訪問｛訪問介護｝

・看護婦 などの筋問〔訪問着讀〕

・リ ハビ リの専門 職の訪問 〔紡問リ ハビ リテーション〕

・入浴 チームの訪問（訪問入浴介護）

・医師 、歯科医師 、蓁刪師、栄養士 、歯科衛生士 による指導

（居宅康養管理指 導）

● 日 帰 り で 通 う サ ー ビ ス

・日帰 り介 擂施設 （ディサ ービ スセンター）などへの通所

C通所介餓 （壗 註謨練．食事や入浴など）〕

・老人 保健施設などへの適所

〔通所リハビリ テーショ ン（ディヶア）〕

● 施 設 へ の 短 期 入 所 サ ー ビ ス

・特別 養護老人ホームや老人保健施破 などへの短 期入所

〔短期入所生活介 護・短 期入所摎貴介諞（ ショ ートスティ ）｝

● 福 祉 用 具 の 貸 与 ・ 購 入 や 住 宅 の 改 修

・ 福祉用 只（車いず、 特殊寝台 など〉の貸与

・ 福祉用 具（塵かけ便座 、入浴用い ずなど）の鴒 入費の支給

・ 住宅 改碓費（手すりの取り 付けや段 豊の解消など）の支給

● そ の 他

・痴呆 性老人のグループ ホーム〔痴呆対 応型共同生活介護〕

・有 料老 人ホ ームなど での介璢 ｛特 寉旌蒭 入所者生活介護｝

● 介 護 サ ー ビ ス 計 画 の 作 成

【施股サービ ス】

●特別養護老人ホーム〔介護老人福祉施股〕

●老人保健旅贊　　 〔介護老人保健施設〕

●介霞職員ｶ呼 厚く配置された病院など

〔介護療養型医震施般3
・廉旻型柄床群

老λ 四

・介 讎力強化病諚 （平成14 年度末まで）

・
介
護
保
険
制
度
説
明
会
の
お
知
ら
せ
・

現
在
町
に
お
い
て
、
介
護
保
険
制
度
の
円
滑
な
導
入
に
向
け
て
、

鋭
意
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
町

民
の
皆
様
に
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
よ
う
、
次
に
よ
り
脱
明
会
を

閧
倣
し
ま
す
の
で
参
加
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

介護保険制度説明会

日　時 � 場 所

６月21日(月)

午後７時より �
小 坂 中 央 集 会 所

６月23日團

午後７時より �

観　　 月　　 台
文 化 セ ン タ ー

６月24日團

午後７時より �

森　　 江　　 野
町 民 セ ン タ ー

６月28日(月)

午後７時より �

大　　 木　　 戸

ふれあ いセン ター

６月29日㈹
午後７時より �

国見 東部高 齢者等

活 性 化 セ ン タ ー

＊ビデオ及びパンフレ ットによってご説明申し

あげ、質問の畤間をとり午後８時30分までには、
終了いたします。



国
見
町
消
防
団

『
竿
頭
綬
』
の
栄
誉
に
輝
く
。

国
兄
町
消
防
団
は
、
六
月
四
日
須

賀
川
市
で
開
能
さ
れ
た
福
鳥
県
下
消

防
人
会
に
お
い
て
、
福
島
県
知
嘔
夫

彰
［
竿
頭
綬
］
を
受
賞
し
ま
し
た
．

ま
た
福
鳥

県
消
防
協
会
長

か
ら
は

『
表
彰
状
』
が
授
与
さ
れ
ま
し
べ

こ
の
．
．つ
の
受
賞
は
昨
年
八
月
末
豪

雨
に
お
け
る
消
防
団
の
現
場
功
労
に

対
し
て
授
ｙ

さ
れ
た
も
の
で
す
．

昨
年
八
月
末
の
豪
雨
に
お
い

て
、
町
消
防
団
は
、
八
月
．
．
卜

ヒ
ロ
か
ら
九
月
一
口
ま
で
の
長
期
に

わ
た
り
、
地
区
住
民
の
生
命
と
財
産

を
守
る
た
め
に
不
眠
不
休
で
各
種
水

防
活
動
に
尽
力
し
ま
し
た
、
六
日
間

の
出
動
人
貝
は
の
べ
匕
四
八
名
に
の

ぼ
り
、
水
防
危
険
簡
所
の
巡
回
点
検

か
ら
洞
水
箇
所
の
防
御
、
内
水
排
除
、

地
域
住
民
へ
の
避
餓
誘
導
な
ど
、
そ

の
活
助
は
多
岐
に
お
よ
び
ま
し
た
。

団
貝
の
中
に
は
白
‥
宅
の
浸
水
を
噸
み

ず
。
水
防
活
助
に
介
走
さ
れ
た
方
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

商
橋
団
長
は
「
団
貝

。
人
一
人
が
、

住
民
を
守
る
と
い
う
使
命
の
下
、
『

致
協
力
し
て
活
動
し
た
た
ま
も
の
‘で

す
。
あ
の
災
宵
で
住
民
の
方
や
団
口

に
負
傷
者
が
出
な
か
っ
た
こ
と
が
何

よ
り
う
れ
し
い
。
こ
の
受
賞
を
機
に

消
防
防
災
活
動
の
励
み
と
し
た
い
ご

と
述
べ
て
い
ま
す
。
ま
た
阿
武
隈
川
、

嘔
成
の
人
改
修
に
よ
り
、
水
害
危
険

地
城
の
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

よ
う
、
早
期
完
成
を
望
む
と
も
話
し

て
い
ま
す
。

町
消
防
団
が
県
知
事
竿
頭
綬
を
受

け
る
の
は
今
回
で
二
度
目
で
、
平
成

一
一
年
度
の
消
防
施
設
優
秀
に
よ
る
尖

彰
以
米
で
す
。
ま
た
昨
年
の
県
知
嘔

「
表
彰
旗
」
に
続
い
て
の
栄
誉
と
な

り
ま
す
。

６月10日の伊連支部幹部大会にて羽根田県北振興局長より伝連をうける高檎団長

栄
え
あ
る
叙
勲
－
勲
四
等
瑞
宝
章
に
村
上
浩
さ
ん

春
の
叙
勲
に
お
い
て
。
本
町
か
ら

村
Ｌ
浩
さ
ん
（
第
八
）
が
勲
叫
等
瑞

宝
章
を
受
卓
し
ま
し
た
。

村
上
さ
ん
は
昭
和
Ｉ
ト
三
年
厚
生

省
に
人
省
し
。
社
会
保
険
制
度
の
充

実
に
尽
力
さ
れ
ま
し
へ

特
に
国
民

年
金
制
度
の
剛
設
に
携
わ
り
、
ま
た

福
島
県
を
は
じ

め
各
県
に
赴
任

し
、
厚
生
行
政

の
普
及
に
務
め

ま
し
た
。

「
日
本

全
国
歩

き
ま

し
た

が
、
よ

う

や

く
こ
こ

に
戻

っ
て

き
ま

し
た

ご
昭

和
二

年
徳

江

に
生

ま
れ

（
伊
達

西
部

上
地

改
良

区
村

上
太

一
理

嘔
艮
は

実

兄

）
現
在

七
卜

巌

、
今
年

四
月

に
川

見

の
地
へ

戻
ら

れ
て

の
受

章
で
す

。

「
先
輩

や
同
僚

。
そ
し
て

家
族

の
支

え

が
あ

っ
た

か
ら

」
と
は

受
章
の

弁
。

「
妻

に
は

苦
労

を

か
け
ま

し
た

。。
こ

れ

か
ら

の
ん

び
り
暮

ら
し

た

い
で
す

ね

ご
と

穏
や

か

に
語
っ
て

く
れ

ま
し

た

。

三
十
年
に
わ
た
る
保
健
活
動

県
知
事
表
彰
　

奥
山

美
津
子

さ
ん

三
卜
年
間
の
艮
き
に
わ
た
り
保
健

叭
業
に
従
嘔
し
た
奥
山
美
津
ｆ
さ
ん

が
、
こ
の
た
び
柚
島
県
知
嘔
表
彰
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

奥
山
さ
ん
は
。
昭
和
四
十
二
年
愛

護
委
員
と
し
て
就
任
し
て
以
来
、
各

穐
検
診
へ
の
勧
奨
、
食
生
活
改
答
、

乳
幼
児
の
栄
菱
指
導
な
ど
に
よ
り
町

尺
の
健
陳
増
進
、
疾
病
ｆ
防
へ
の
多

人
な
る
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で

す
。
ま
た
昭
和
六
十
三
年
よ
り
国
見

町
母
子
保
健
推
進
員
協
議
会
（
本
年

度
よ
り
健
康
推
進
貝
協
廠
会
）
の
公

艮
と
し
て
、
保
健
嘔
業
へ
の
積
極
的

な
収
り
組
み
を
進
め
て
お
ら
れ
ま
す
。

受
賞
に
あ
た
り
奥
山
さ
ん
は
『
表

彰
は
私
個
人
の
も
の
で
な
く
、
支
援

い
た
だ
い
皆
さ
ん
の
も
の
、
身
に
余

る
光
栄
で
す
ご
と
謙
虚
に
述
べ
て
い

ま
す
。
健
康
づ
く
り
に
少
し
で
も
役

立
ち
た
い
、
そ
ん
な
思
い
が
長
き
活

助
の
支
え
と
。パ
え
ま
し
よ
う
。

福鳥県知事より表彰をうける奥山美清子さん
(写真提供福島民友社)



秋
を
楽
し
み
に

小
学
生
が
田
植
え
に
挑
戦

大

木

戸

小

大
木
戸
小
で
は
五
月
十
一
日
、
高

橋

Ｊ
美
さ
ん
（
高
城
）
の
水
田
四
町

に
、
渋
谷
節
男
さ
ん
（
光
明
寺
）
か

ら
い
た
だ
い
た
も
ち
米
の
苗
を
植
え

ま
し
た
。
創
意
活
助
の
一
環
と
し
て

四
年
前
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

高
橋
一
博
さ
ん
か
ら
植
え
方
の
指

導
を
受
け
た
後
。
一
～
三
年
生
が
見

学
す
る
中
、
四
年
生
以
上
の
四
十
三

名
が
田
ん
ぼ
に
入
り
ま
し
た
。
五
、

六
年
生
と
も
な
る
と
こ
れ
ま
で
の
経

験
を
生
か
し
て
、
苗
を
持
つ
手
も
あ

ざ
や
か
に
、
手
際
よ
く
植
え
る
姿
が

兄
ら
れ
ま
し
た
。
田
が
学
校
か
ら
離

れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
除
草
や
水

の
管
理
は
も
っ
ぱ
ら
商
橋
さ
ん
に
お

世
話
に
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。

秋
に
は
み
ん
な
で
稲
刈
り
を
体
験

し
、
収
穫
祭
は
じ
め
ア
フ
リ
カ
鮭
民

救
済
米
な
ど
に
も
有
効
活
用
を
図
る

予
定
で
す
。

苗を持つ手もあざやかに翼つ眞ぐ植え付けます

(大木戸小)

森

江

野

小

森
江
野
小
の
『

二
年
生
二
十
四

名
が
学
校
西
前
の
田
ん
ぼ
で
十
三
日

田
植
え
体
験
を
し
ま
し
た
。
青
少
年

育
成
町
民
会
議
森
江
野
地
区
推
進
協

諏
会
（
村
上
公
月
会
長

）
が
中
心
と

な
り
、「
森
江
野
地
区
へ
の
愛
着
を
深

め
、
自
然
を
愛
し
、
心
身
共
に
健
や

か
な
子
供
た
ち
の
育
成
を
図
る
」
こ

と
を
目
的
に
昨
年
か
ら
行
わ
れ
て
い

る
も
の
で
す
。

高
橋
佐
七
さ
ん
、
広
居
取
夫
さ
ん

の
桁
導
の
も
と
、『
お
も
い
っ
き
り
泥

ん

こ
に

な
っ
て

く
だ

さ

い
。
」
の
声

で
、

子

供
た

ち
は

歓
声
を

あ

げ
な

が
ら
裸

足

で
田

ん
ぼ

に
入
り

ま
す

。
最

近
で

は

機
械

植
え
の

た
め

、

ほ
と

ん
ど
の

一
年

生
は

手
で

苗
を

植
え

を
す

る
の

は

初
め
て

の
体
験

で

す
。

お
父

さ
ん
、

お
母

さ
ん

も
子

供
た

ち
へ

苗
を

差
し
出

す

お
手

伝

い
。
子

供
の

足
だ

と
膝

ち
か

く
ま

で
入

っ
て

し
ま

い
、

な
か
な

か
足

が
抜

け

ま
せ

ん
。

転
ん

で
し
ま

う
７
Ｅ
供

も
い

ま
し

た
が

、
悪

戦
苫
闘

の

末
、

八
巻
定

男

さ
ん

の
水
田

約
２
７

に
、

う
る

ち
米

と
も

ち
米

の
苗
を

植
え

終
え

ま
し

た
。

こ
れ

か
ら

お
米
に

な

る
ま
で

の
間

、

稲

の
成

艮
を

観
察

し

続
け
ま

す
。

秋

に
は

手
で
稲

刈
り

を
し

、

お
む
す

び

を

つ
く

っ
た

り
、

お
餅

を
つ

く
予

定

で
す
。
昔
な
が
ら
の
農
作

葉
体
験
を
通
じ
て
。
心
豊

か
に
成
長
し
て
い
き
ま
す
。

小

坂

小

小
坂
小
で
は
十
四
日
、

学
校
裹
に
あ
る
斎
藤
實
さ

ん
の
水
田
四
町
に
、
も
ち

米
の
苗
を
植
え
ま
し
た
。

全
校
生
八
十
四
名
が
た
て

割
り
の
班
を
作
り
、
高
学

年
の
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ

ん
が
、
苗
の
植
え
方
を
低

学
年
生
へ
教
え
な
が
ら
の

作
業
で
す
。

田
起
こ
し
や
代
か
き
は

高
学
年
生
が
受
持
ち
、
田
植
え
ま
で

の
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
秋
に

は
み
ん
な
で
稲
刈
り
を
お
こ
な
い
、

く
い
が
え
し
。
脱
穀
そ
し
て
籾
摺
り

と
、
一
連
の
米
作
り
を
行
い
ま
す
。

ま
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
は
水
稲
部
が
あ
リ
。

子
ど
も
た
ち
の
活
励
を
強
力
に
支
綴

し
て
く
れ
ま
す
。

（
さ

な
ぶ
り

の
集

い
）

田
植
え
が
終
わ
っ
た
二
十
日
、『
さ

な
ぷ
り
の
集
い
』
が
開
か
れ
ま
し
た
。

さ
な
ぶ
り
と
は
昔
か
ら
の
風
習
で
。

田
植
え
が
終
わ
り
農
作
業
が
一
段
落

つ
い
た
お
祝

い
・
休
息
の
こ
と
。
野

崎
修
司
校
長
か
ら
由
来
を
閏
い
た
あ

と
、
冨
永
町
長
が
「
お
父
さ
ん
、
お

じ
い
ち
ゃ
ん
の
苦
労
が
分

か
る
と
思
い
ま
す
。
お
米

を
大
事
に
」
と
呼
び
掛
け

ま
し
た
。

各
学
年
の
代
表
が
こ
れ

ま
で
の
作
業
の
感
想
を
述

べ
、
全
員
で

お
い
し
い
赤

飯
で
の
昼
食
で
す
。
秋
に

は
と
れ
た
お
米
で
突
り
の

集
い
を
開
く
予
定
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
収
穫
を
楽
し

み
に
、
そ
し
て
交
流
校
の

静
岡
県
西
気
賀
小
学
校
の

友
だ
ち
に
も
、
お
い
し
い

お
米
が
送
れ
る
よ
う
、
一

生
懸
命
稲
の
手
入
れ
を
し

て
い
き
ま
す
。



５月の

グラビア
ヘリ出動！広域合同 訓練

大現植林野火芻を想足し ．広域合同lll練が．５月10E

徊江・阿武ｌ 川洲jll敷にて行われまし た、この即鱗には ．

国見句消防団をはじめ．梁川町消防団．伊達地方消防閣

合及び屬島県消防防災航空塚．宮城県防災ａ 謇萼が粤加

し ました．消防団の中廻放水訓較のほか．櫑・ ・宮城両

県のヘリコプターが出助し ．２假の空ｑ]消火釧練が練り

広げられました．両県のヘリが合詞で訓練を１ るのはこtl

が初めてで１．

街頭ふれあいキャンペーン

署の全・ 交通安全運 動 期 新中の５月13日 。国選１号国見チ

ェーン堋脱甬において，街頭啓発活動が行われました。冨永

蔔侵は「１ 兒网では国逎ａ号や高速遍路という大勦・ があり

ＸＩ ，わが司から悲惨な交通事故を無くしましＪう｡」と挨

拶し。国見司交通対拠協讓会のメンバー30 名が。パンフレッ

トや交通安全母の会が作ったマスコ･ソトを配付し ，ドライバ

ーに安全運転をciびかけまし た。

一 足早い初泳ぎ

５月連休明けがら 。県北中学校プールにおいて－119

い初泳ぎが行われま１･。同校水泳部では例年この哨期か

ら水に入って髞習を始めるもので、水温18度とまだ冷た

いものの バ1 名の田祠は６月下旬の中体連を目指します。

r 水が冷たいので長くは入っていられません。ｉ日2 側 0

メートル近く泳ぐよう心掛け。大会では貘苔の成果を発

裲したい｡」と留辰の笠松幸治君。

大きく な～れ　さつまいも

ｌ 蔀・ 俣君甬の淵甓と，負折司緑風厦のおじいちゃん，おぱ

あちゃんとのふれあい屬靂・交歓会が５月28日行われまし

た。例年行なっている行事で。緑風朏のおねえさんの「お

いもの植え力劇」のあと。年長組31名の園児と入酒者約50　

名がい っし ぷになって，さつまいもの芭を樋えました。

ｅ櫛田幼催唖では31日園内にあるｌアールの畑に。圃児74名

１苹ずつさつまいもの邑を植えました。これから大切に脅

てよｉ 。



町営牧野開牧

昨年10 月支から冬期間隅動をし ていた圃見町富牧野か．５月７日

胯叙しました．町官牧野は 国見町と白石 市にまたがる馬顫山の丘屬

地に位置し､21ha の放牧地がありま す．子牛生鐙を目的とした繁 殖

牛を育成し.14 名からなる牧野利用組合が管覆運営をし ています．

放牧さｎる牛は杓40 頓ですが、秋までには子牛も生まれ50 ●ぐらい

が草黽 食むことになります．

禺嚆汳 曩組合長は 一 野での ぴのびと週ご 謇と．牛も 儼康になり．

子牛も生ｊｎ やすくなり ます．牛{刀価楊低迷など状況ll 巌しいもの

がありますが．みん簒で協力しながら良員の牛を育てていきたい.｣

と腿 つていＪ７ ．

県
北
中
へ

感
激
の
手
紙
届
く

県
北
中
学
校
に
一
通
の
手
紙
が
、

福
島
民
報
社
を
介
し
て
届
け
ら
れ

ま
し
た
。
送
り
主
は
東
京
の
主
婦

で
、
修
学
旅
行
で
電
卑
に
乗
り
合

わ
せ
て
い
た
県
北
中
の
生
徒
に
、

席
を
譲
っ
て
も
ら
っ
た
こ
と
に
感

助
し
て
と
の
こ
と
で
す
。

手
紙
に
は
、
東
京
で
は
最
近
学

生
が
席
を
譲
る
な
ど
無
く
、
ま
た

病
院
帰
り
で
疲
れ
た
折
の
出
来
事

で
、
席
を
譲
る
勇
気
と
他
人
を
思

い
や
る
心
に
、
驚
き
感
助
し
た
こ

と
が
し
た
た
め
て
あ
り
ま
し
た
。

石
井
昭
校
長
は

『
実
に
う
れ
し

い
手
紙
で
、
生
徒
に
披
露
し
た
と

こ
ろ
で
す
。
身
体
の
弱
い
方
に
席

を
譲
る
と
い
う
あ
た
り
ま
え
の
事

を
、
あ
た
り
ま
え
に
や
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
ウ
チ
の
生
徒
が
・：
」
と

目
を
細
め
ま
す
。

さ
ら
に
、
生
徒
の
良
い
と
こ
ろ

を
伸
ば
す
よ
う
我
々
教
師
は
心
が

け
た
い
。
そ
し
て
自
分
で
正
し
く

判
断
す
る
こ
と
を
身
に
つ
け
。
勇

気
を
持
っ
て
行
助
す
る
こ
と
が
で

き
る
、
そ
ん
な
人
間
形
成
を
目
指

し
て
い
き
た
い
。
四
月
に
赴
任
な

さ
れ
た
石
井
校
長
は
、
こ
れ
か
ら

の
抱
負
を
こ
う
語
っ
て
い
ま
す
。

福鳥県中通り

県北中学校校長様

は
じ
め
て
の
お
便
り
に
ぴ
っ
く

り
な
さ
れ
た
亊
と
思

い
ま
す
。
御

杖
の
生
徒
さ
ん
の
善
行
に
深
く
感

動
Ｉ
、
お
知
ら
せ
Ｉ
た
く

ベ
ン
を

と
り
ま
Ｉ
た
。

‘”
月
十
四
日
、
午
後
Ｊ
Ｒ
山
手

線
に
乗
り
ま
Ｉ
た
私
共
夫
婦
。
電

車
は
混
紅
Ｉ
て
い
ま
Ｉ

た
。
適
院

帰
り
で
Ｉ
た
か
ら
疲
れ
て
い
ま
Ｉ

た
私
共
を
見
た
学
生
服
の
少
年
は
、

す
ぐ
に
座
席
を
讓
っ
て
く
だ
さ
い

ま
Ｉ
た
。
東
京
で
李
生
達
が
席
を

ゆ
ず
る
等
、
皆
轟
で
Ｉ
た
か
ら
私

共
は
び
っ
く
り
Ｉ
ま
Ｉ
た
。
閾
け

ば
県
北
中
学
杖
の
生
徒
で
あ
る
亊
、

修
学
旅
行
で
こ
れ
か
ら
デ
ィ
ズ
ニ

ー
ラ
ン
ド
に
向
か
う
と
こ
ろ
と
の

亊
で
Ｉ

た
。
わ
ず
か
二
駅
だ
け
の

僉
話
で
Ｉ
た
が
、
福
鳥
の
中
通
り

の
中
学
校
で
あ
る
こ
と
、
叉
胸
に

は
新
井
一
平
の
名
札
が
あ
り
ま
ｔ

た
。東

京
に
あ
っ
て
も
身
体
の
弱
い

人
に
二
席
を
ゆ
ず
る
勇
気
と
や
さ

Ｉ

い
他
人
を
思

い
や
る
心
を
持
つ

新
井
一
平
君
の
委
を
見
る
に
つ
け
、

御
杖
の
素
晴
ら
Ｉ

い
人
間
教
育
を
、

杖
長
先
生
始
め
諸
先
生
が
育
て
て

お

い
で
に
な
る
た
ま
も
の
、
と
感

厦

い
た
Ｉ
ま
ｔ

た
。

東
京
都
世
田
谷
区渡

辺
多
恵
子



保育所の 孑どもたち

一日保育士を迎えて

五
月
の

『
児
童
福
祉
月
間
』
に
ち

な
み
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
五
名

の
方
が
、
地
域
の
実
状
を
知
ろ
う
と
、

五
月
十

二
1
.
二
日
の
二
日
に
わ
た

り
一
日
保
育
士
と
し
て
、
お
手
伝
い

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
保
育
に
つ
い

て
普
段
言
葉
で
説
明
で
き
な
い
こ
と

を
、
子
供
を
と
お
し
知
っ
て
い
た
だ

け
た
と
思
い
ま
す
。

年
長
の
子
た
ち
は
、
一
緒
に
遊
ん

で
も
ら
っ
た
り
、
お
話
し
て
も
ら
っ

て
大
満
足
。
『

二
歳
児
は
だ
っ
こ

し
た
り
食
事
を
食
べ
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
長
い
一
日
ほ
ん
と
う
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た

別
の
時
期
に
成
長
し
た
子
供
た
ち
の

姿
を
お
み
せ
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い

ま
す
。

（
藤
田
保
育
所
長

木
口
絹
子
）

参
加
い
た
だ
い
た
五
名
の
方
か
ら

感
想
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
、

抜
粋
で
す
が
紹
介
い
た
し
ま
す
。

先
生
方
の
テ
キ
パ
キ
と
し
た
中
に

も
優
し
さ
あ
ふ
れ
る
姿
に
接
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

。
、
二
歳
児
や

居
残
り
の
７
が
多
い
こ
と
を
知
り
。

保
育
所
の
必
要
性
を
改
め
て
感
じ
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。
（
石
黒
さ
よ
里
）

保
育
所
の
生
活
に
慣
れ
よ
う
と
子

供
た
ち
な
り
に
必
死
の
思

い
で
過
ご

し
て
い
る
の
が
わ
か
り
。『
マ
マ
迎
え

に
来
る
よ
ね
』
と
手
を
握
っ
て
寝
入

っ
て
い
く
姿
が
い
じ
ら
し
く
、
子
供

た
ち
が
健
康
で
素
直
に
育
っ
て
く
れ

る
よ
う
に
と
噸
わ
ず
に
は

い
ら
れ
ま

せ
ん
。
　
　
　
　

（
佐
藤
正
子
）

仕
嘔
と
は
い
ぇ
、
先
生
の
育
て
て

く
だ
さ
る
姿
は
、
ど
の
子
に
も
で
ら

で
心
一
つ
に
し
て
、
自
分
の
子
供
と

同
じ
様
に
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
感
じ

て
き
ま
し
た
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
吉
田
ウ
メ
）

親
に
庇
綬
さ
れ
て

い
た
生
活
か
ら

突
然
親
の
姿
の
見
え
な
い
巾
へ
。
保

母
さ
ん
だ
け
が
頼
り
な
だ
け
に
、
保

母
さ
ん
も
我
が
子
以
卜
‥
の
優
し
さ
で

接
し
て
い
る
姿
が
印
象
に
残
り
ま
し

た
。
　
　
　
　

（
玉
手
登
志
子
）

お
迎
え
の
お
母
さ
ん
達
と
先
生
の

お
話
を
お
聞
き
し
て
、
ほ
の
ぼ
の
と

し
た
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
保
育

所
と
家
庭
を
む
す
ぶ
連
絡
ノ
ー
ト
も

良
い
ア
イ
デ
ィ
ア
と
思
い
ま
し
た
。

（
安
田
節
子
）

まち再

発見

くにみの
まちかるた

こ
れ
は
森
山
と
小
坂
の
お
年

寄
り
か
ら
聞
い
た
話
。

最
近

大
食

い
の
テ

レ
ビ

番
組

が
あ

る
よ
う

で
す

が
。
こ

の
辺

り
で

も
少
し

む
か
し

人

々
が
集

ま

っ
て

は
楽

し
ん
で

い
た
よ
う

で
。
そ

の
頃

の
ル

ー
ル
は

食

べ

る
人

と
見
物

人
と

が
食

べ
き
れ

る
か
ど

う

か
を
賭
け

て

い
た
そ

う
で
す

。

当
時

の
有

名
人
は

蓬
田
（

太

郎

と

い
う
背

丈
五

尺
二
寸
（

丁

五
六
‥
い
）

く
ら

い
の
小

柄
な
人

。

ま
さ

か
一
一
升

飯
は
食

べ

ら
れ
ま

い
と

二
十
円

賭
け

た
そ

う
で
す

。

一
日

の
手
閥

賃
が

男
二
十

七
銭

女

二
十

銭
の

時
代

、
二
十

円

と

い
え
ば

今
の

百
万
円

く

ら
い
。

そ
こ

で
米

を
量

る
人

が
袖

に

七

合
ば

か
り

か
く
し

て

二
升
七

合
炊
き
上
げ
た
も
の
を
ぺ
ろ
り

と
平
ら
げ
た
そ
う
で
、
お
捉
り

五
十
佃
分
く
ら
い
で
し
ょ
う
か
。

乂
飴
玉
一
升
ま
す
の
山
盛
り
卜

円
と
か
も
す
べ
て
八
太
郎
の
勝

ち
。
つ
い
に
誰
も
八
太
郎
と
は

賭
け
を
し
な
く
な
っ
た
と
い
う

こ
と
で
す
。

又
、
前
田
の
鶴
吉
爺
さ
ん
も

有
名
。
明
治
の
世
に
な
っ
て
も

チ
ョ
ン
マ
ゲ
を
切
ら
な
か
っ
た

頑
固
者
。
歯
の
な
い
囗
で
餅
な

ら
一
升
、
う
１
め
ん
七
把
、
当

時
の
う
Ｉ
め
ん
は
長
さ

。
尺
五

寸
（
四
十
五
鬥
口
）
を
も
ぐ
も

ぐ
食
べ
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
、

今
な
ら
さ
し
ず
め
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
。

二
升
飯

ぺ
ろ
り
と
食
べ
る

八
太
郎
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子宮がん検診を受けましょう

30  歳 以上の女性を対象に子宮

がん検診を行います。

回覧で 検珍受付けをしますの

で、受診希望の方は、お申し込

みください。

・ 期　 問 ／ ７ 月１５日 か ら９月 ３日

(但し、土・日･ 祝日、毎週水髦日午後、

８月10 日～14 日除く)

・ 場　 所 ／ 公 立藤 田 総 合 病院　 婦 人科 外来

＊申し込まれた方には、ハガキで個別に通釦します．

育　児　教　室

骸　　 当　　 乳　　 児 � 実　 施　 日 �卜 受 付 時 間 �:.　場　　 所

平成11 年 １月～２ 月生まれ �8 月５日(木) �午後１時30 分～午後 ２時 �
観月台文化セン ター

第１和室

【内容 】

身長と体儷の測定、離乳食．予防擢種などについてのお話で１ ．母子手帳を忘れずに！

乳　児　健　診

ぃ　　 骸　　 当　　 乳　 児　　 卜 � 実　 施　 日 � ，受　付　時　間 � 場　　 所

・3か月児（平成11年４ 月生まれ）

・9か月児（平成10年10 月生まれ） �
８ 月19 日(木) �午後1  時 30分～午後２ 時 �

観月台文化センター

第１和室

【健診内 容 】

医師の指導 ．身良と体重の測定．關乳のしかた．鼈乳 ．京族計面などについて．句-ﾁ手囑を忘れ71 こ！

３　歳　児　 健　診

該　　当　　乳　　児 � 実　施　日 � 受　付 時　間 � 場　　 所

平成８年２月～４月生まれの幼児 �８月24日(火) �
午後1 時 1 5分～　　　　

午後1  時 45分 �
観月台文化センター

大研修室

1慵診内容】
内科と自 科の医師診察 ．生活保髄指導 ．視力・穂力験童などを実施し ま１ ．

母子手帳を忘れずに！健珍猥は後日郵送し まｉ 。

７
月
は

愛
の
血
液

助
け
合
い
運
動
月
間

小さな愛形にしよう

献血で

こ
の
聘
期
か
ら
夏
鳩
に
か
け

て
は
。
ど
う
し
て
も
血
液
が
不

足
す
る
時
期
で
す
。

７
月
中
の
一
か
月
間
愛
の
血

液
助
け
合
い
運
助
を
展
開
し
ま

す
。
一
人
で
も
多
く
の
方
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

性教育を考える親子講座の開催
かたくりの会では、県北保健所と共催で歌庭での性教育を考える親子

諞座「パパママはやくおしえてね」～親子で字ぼう生と性～を関催し

ます。一緒に字び、考えてみましょう。

日　 時：平成11年７月10日出 午前９時45分から11時30分

場　 所：福鳥市保健福祉センター３階 中会議宣（福鳥市森合町10番１号）

内　 容：子ども向け「命の大切さ、龠の董癨について」

親向け「子どもたちの問いかけにどう答えるか」

定　 員:30 組（子どもは３歳から小２まで） 資料代:300 円

申込み方法：ＦＡＸまたは電話（ただし午後６時以降024  ( 1 ) 2797 若月

締め切り：平成11年７月３日出



いんふぉ
め～しょん

君もキビタンになろう！

ぬいぐる みに入る 人募集

うつくしま未来博のマスコット「 キピ タン・フアミ

リー」のぬいぐるみに入り、キャンペーンやイベント

にボランティアで出演してい ただく方を募集しています。

応募方法など畔 細は下記へ問い合 せください。

〒960-810　 福島市上町6   ー25

う つ く し ま 未 来 博 協 会

谷 ( 521 ) 9721

募
　
集

国
見
町
職
員

（
大

学
卒

程
度
）

剛
見
町
で
は
、
早
成

十
二
年

度
に
採
用
す
る
職
畏
（
大
学
卒

程
度

）
の
募
集
を
し
ま
す
。

▼
受
験
資
格
…
昭
和
五
十
年

四

月
二
日
か
ら
昭
和
五
十
三
年

四

月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
、

大
学
を
卒
業
し
た
者
又
は
平
成

十
二
年
三
月
ま
で
に
卒
葉
見
込

み
の
者

▼
募
集
期
間
…
六
月
二

日
～

七
月
一
日
（
郵
送
の
場
合

は
六
月
二
十
九
日
消
印
分
ま
で

受
け
付
け
）

▼
一
次
試
験
日
・・・

八
月

一
日

▼
同
合
格
発
表
…
十

月
上
旬

▼
二
次
試
験
日
：
一
一
次

試
験
合
格
者
に
通
知
▼
申
込
用

紙
の
飼
求
…
申
込
用
紙
は
総
務

課
で
交
付
し
ま
す
。
郵
便
で

請

求
す

る
場
合
は
、
封
筒
に
『
大

学
卒

程
度

試
験

申
込
用

紙
脯

求
』
と
朱
番
き
し
、
（

十
円

切

手
を
は
り
、
あ
て
先
を
明

記
し

た
返
借
用
封
簡
を
同
封
す
る
こ

と
▼
申
込
方
法
…
◇
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
総

務

課
に
提
出
す
る
こ
と
◇
郵
送
す

る
鳩
合
は
、
封
簡
に
『
人
学
卒

穐
度
試
験
申
込
』
と
朱
書
き
し

。

八
十
円
切
手
を
は
り
、
あ
て
先

を
明

記
し
た
返
侶
用
封
筒
を
同

封
す

る
こ
と
◇
受
験
裂
を
受
領

し
た
と
き
は
、
六
か
月
以
内

に

撮
影
し
た
本
人
の
町
爽
一
枚
を

は
り
、
受
験
肖
日
持
参
の
こ
と
。

★
問
い
合

わ
せ

総
務
課

庶
務
係

ｇ
（
５
８
５

）２
１
－

２

福
島
県
職
員

【
短
大
・
高
校
卒
程
度
】
▼
受

験
資
格
…
高
校
卒
程
度
程
度
の

者
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
三

年
四
月
二
日

か
ら
昭
和
五
十
七

年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

者
。
学
歴
は
不
問
。
短
人
卒
程

度
の
者
に
つ
い
て
は
、
職
腫
に

よ
っ
て
異
な
気
の
で
問
い
合
わ

せ
の
こ
と
▼
受
付
期
間
：
八

月

九
日
～
八
月

。一
Ｆ

．
日
▼
一
次

試
験
日

…
九
月
二
十
六
日

【
市
町

村
立
学
校
栄
賚
職
貝
・

短
大
卒
程
度
】
▼
受
験
資
格
・：

昭
和
四
十
七
年

四
月
二
日
か
ら

昭
和
五
十
五
年
四
月
一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
者
で

。
栄
養
士
の

免
井
を
有
す

る
者
又
は
取
得
見

込
み
の
者
▼
受
付
期
間
：
八

月

九
日
～
八
月
三
十

。
口
▼
一
次

試
験
日
・：
九
月
二
十
六
日

【
学
校
事
務
職
員
・
高
校
卒
程

度
】
▼
受

験
資
格
・：
昭
和
五
十

三
年
四
月

二
日

か
ら
昭
和
五
十

七
年
四
月

一
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
者
。
学
歴
は
不
問
▼
受
付
期

間
…
八
月

九
日
～

八
月
三
十
一

日
▼
一
次
試
験
日
…
九
月
二
十

六
日

【
そ
の
他
】
騨
細
に
つ
い
て
は

左
記
に
問

い
合
わ
せ
の
こ
と
．．

★
問
い
合
わ
せ

福
鳥
県
人
恥
蚕
員
会

贄（
５
２
１
）
7
5
8
8

警
察
官
募
集

【
警
察
官
Ｂ
・
婦
人
蕈
察
官
Ｂ
】

▼
受
験

資
格
…
昭
和
四
十

五
年

网
月
こ
日

か
ら
昭
和
五
十
七
年

四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

で
、

警
察

・
婦
人
警
官
Ａ

（
人

学
卒
業
程
度

）
の
受
験
資
格
を

有
し
な
い
者

▼
受
付
期
間
・：
七

月
二
十
六
日
～

八
月
卜
七
日
▼

一
次
試
験
日
・：
九
月
卜
九
日

【
警
察

亊
務

・
高
校
卒
程

度
】

▼
受
験

資
格
・：
昭
和
五
十
三
年

四
月
一
．
日
か
ら
昭
和
五
十
七
年

四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
．

学
歴
は
不
問
．

▼
受
付

期
間
…

八
月
九
日
～

八
月
三
十
一
日
▼

一
次
試
験
日
・：
九
月
二
十
六
日

★
間
い
合
わ
せ

県
警
察
本
部
警
務
課
人

事
係

贊
（
５
２
２

）２
1
5
1

生

き

生

き
長

寿

県

民

賞
・
ラ

イ

フ

賞

福
鳥
県
長
寿
社
会
推
進
機
柵

で
は
。
過
去
に
培
っ
た
経
験
や

知
識

を
生
か
し
地
域
で
活
岨
し

て
い
る
人
、
中
高
年
か
ら
一
念

発
起
し
て
も
の
ご
と
を
成
し
遂

げ
た
人
や
団
体
を
夢
災
し
て
い

ま
す

。

▼
応
募

資
格
・：
年
齢
を
感
じ
さ

せ
な
い
生
き
方
を
し
て
い
る
、

あ
る
い
は
積
極
的
に
社
会
参
加

活
動
を
し
て

い
る
お
お
む
ね
六

十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
や
団
体

▼
締
め
切
り
…
七
月
三
ｔ

一
日

▼
賞
…
◇
生
き
生
き
長
寿
県
民

賞
◇
生
き
生
き
ラ
イ
フ
賞

★
問
い
合

わ
せ

保
健

福
祉
課

柵
祉
係

｀
］（
５
８
５
）
2
7
9
3

女
性
の
技
術
講
習
会

｜

簿
記
二
級－

「
再
就

職
を
考
え
て

い
る
も

の

の
資

格
が

何
も

な
く
て

不

安
」
と
い
う
女
性
を
対
象
に
、

簿
記
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
科
目
・：
簿
記
二
級

▼
内
容
・：

日
商
簿
記
二
級
検
定
合
格
を
目

指
し
ま
す
▼
期

間
…
蔘
成
十
一

年
八
月
二
十
四
日
（
火
）
か
ら

十

。
月
五
凵
（
金
）
ま
で
の
毎

週
火
・
金

。
二
十
二
日
間
▼
時

間
・：
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午

後
三
時
三
十
分
ま
で
▼
会
場
…

県
女
性
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー
研

修
室
（
県
庁
東
分
庁
舎
内
）
▼

定
員
…

二
十
四
人
｛
就

職
希
望

の
女
性
で
全
期
間
出
席
で
き

る

方

｝
▼
受
睛
料
…
無
科
▼
申
し

込
み
方
法
◇
期
日
…
八
月
三
日

（
火

）
～
四
日
（
水
）
◇
時
閥

…
午
前
卜
時
か
ら
午
後
四
時
ま

で
◇
鳩
所
・・・
援
助
セ
ン
タ
ー
へ

来
所
。
申
し
込
み
多
奴

の
場
合

は
抽
逸
。

★
問
い
合
わ
せ

女
性
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー

ｎ
（
5
2
1
）
7
7
4０

「
国
見
町
農
業
委
員

一
般
選
挙
」

任

期

満

了

に

俥
χ

’
国

見

町

農

業

委

員

会

委

員

の

一

般

遍

挙

が

、

七

月

十

一

日

に

行

わ

れ

ま

す

。
こ

の

選

挙

は

、

農

零

の

利

益

を

守

る

農

業

委

員

会

の

委

糾

を

堰

か

、
重

要

な

驚

義

を

持

つ

選

挙

で

す

。

有

権

者

の

智

さ

ん

は

棄

権

し

な

い

で

投

票

し

ま

し

ょ

う

。

町

肩

挙

鬯
に
珂
番

員

会

で

は

。

七

月

六

日

の

立

候

補

廊

出

に

先

立

ち

届

出

書

黷

事

聊
一

葦

を

お

こ

な

い

ま

す

。
立

候

補

を

予

定

さ

れ

て

い

る

方

は

、

荵

れ

ず

に

零

茸

を

受

け

て

く

だ

さ

い

。

な

お

届

出

魯

類

は

町

選

挙

簪

珊

膏

員

会

、
町

農

業

委

員

会

に

あ

り

ま

す

。

・

寒

出

番

類

亊

前

審

重

日

時

六

月

二

十

八

日

（

月

）

午

前
ハ

ー

ニ
十

分

～

午

後

五

時

・

場

所

町
遽

挙

管

取

薔

鼠

会
（

総

務

課

）

町
農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙

七
月

六
日
（
火
）
告
示

七
月
十
一
日
（
日
）
投
票

選
挙
す
べ
き
姜
員
数
十
五
名



お
知
ら
せ

河
川
を
き
れ
い
に

七
月
は
河
川
愛
護
月
間
で
す
。

ふ

る
さ
と
の
河
川
を
守

る
た
め
、

町
内
を
流
れ
る
普
蔵
川
、
沌
川
。

牛
沢
川
、
佐
久
間
川

。
上

泉
川

の
一
級
河
川
を
は
じ
め
と
す
る

巾
小
河
川
を
対
象
に
、
ク
リ
ー

ン
ア
ッ
プ
作
戦
を
展
側
し
ま
す
。

こ
の

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦

は
、
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
る
も

の
で
、
河
川
敷
に
捨
て
ら
れ
た

ご
み
や
空
き
筋
な
と
を
回
収
し

た
り
。
雑
草
木
の
刈
り
払
い
を

行
う
も
の
で
す
。
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
突
施
日
は
次
の

と
お
り
で
す
。

▼
実
施
日
・
：
七
月
四
日

（
日

）

＊

後
日
、
詳
し
い
こ
と
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

★
問
い
合
わ
せ

建
設
課

維
持
管
理
係

‘`（
５
８
５

）
2
9
7
2

事
業
所
・
企
業
統
計
調
査
、

及
び
商
業

統
計
調

査

こ
の
調
査
は

全
国
の
民
営
事

栗
所
・
企
豪
及
び
民
営
商
業
事

業
所
を
対
象

と
し
て
七
月
一
日

現
在
で
二
つ
の
調
査
を
同
時
に

実
施
い
た
し
ま
す
。

調
査
結
果
は

、
国
や
都
道
府

県
、
市
区
町
村
に
お
け
る
産
業

や
経
済
振
興
の
施
策
等
を
立
案

す
る
た
め
の
塞
礎
資
料
と
し
ま

す
。
福
鳥
県
知
事
が
任
命
し
た

調
査
委
做
が
調
査
票
を
持
っ
て

お
伺

い
し
ま
す
の
で
ご
協
力
く

だ
さ

い
。

★
問
い
合
せ

企
画
商
工
課

企
両
商
工
係

啻（
５
８
５
）
2
9
2
7

労
働
災

害

全
国
安
全
週
間

労
働
竹
で
は
労^
働
災
害
防
止

活
動
の

推
進
と
、
安
全
意
諏
の

高
揚
、
安
全
活
動
の
定
着
を
図

る
た
め
、
七
月
一
日
か
ら
七
日

ま
で

を
全
国
安
全
週
間
と
し
、

事
業
所
の
指
碑
援
助
活
助
な
ど

を
取
り
組
み
ま
す
。

近
年
、
生
産
性
の
向
上
、
効

率
化
が
重
視
さ
れ
、
安
全
対
策

が
肴
遇
さ
れ
る
こ
と
が
懸
念
さ

れ
て
お
り
、
労
使
が
協
力
し
て

安
全
衛
生
管
理
の
仕
組
み
を
礎

立
す
る
な
ど
が
必
要
で
す
。

「
見
逃
す
な
危
険
の
芽

さ
ら
に
高
め
よ
う

職
鳩
の
安
全
」

お忘れなく

児童手当の現況届
児産手当を受けている方は、毎年６月中に児

童手当の現況届を提出しなければなりません。

'この届は、児童手当を引き続き受ける要件が

あるかどうかを確認するためのものです。この

届がないと６月分以降の手当が受けられなくな

りますからご注意下さい。なお該当者には通知

を送付しますので。期日までに届出を済ませて

下さい。

※児瘋手当は．３膿未満の児童を養育している人に

支給されます．ただし、前年の所得が一定額以上の

鳩合には所得制限により児童乎当は支給されません．

★問い合わせ　 保健福祉 課　 福祉係

1?(  585 ) 2793

ありがとうございました

緑の募金

みなさんにごt矗力いただいた 「緑

の募金 」は 、お かげさ まで 目 標額

を 達成し まし た｡ｼ 伊達 地方緑 化推

進委貝 会から の配 分金 により 、町

内 の緑 化篳 篥躱活 用いた し ます･

ご 協力あり がとう ございまし た1,、

募金総額641,118 円

内訳 奮庭募金　459,150 円
企業募金　116  , 円

職場募金　　65,968 円

労
基
法
施
行
規
則

の
改
正

に
つ

い
て

法
定
労
働
時
間
週
四
十
六
時

間
労
働
制
の
特
例
が
定
め
ら
れ

て

い
た
、
十
名
未
満
の
商
業
・

サ
ー
ビ
ス
業
特
例
事
奥
場
に
つ

い
て
．
労
働
基
準
法
施
行
規
則

改
正
に
よ
り
．
平
成
十
三
年
四

月
よ
り
遇
四
ｔ

四
時
閥
労
働
制

へ
移
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
．

こ
れ
に
よ
り
２
年
間
に
円
滑

な
移
行
を
図
る
た
め
、
特
例
事

業
増
労
働
時
川
短
縮
奨
励
金
及

び
事
桑
主
団
体
等
助
成
金
制
度

が
設
け
ら
れ
ま
す
．
ま

た
住
宅

手
当
が
割
増
賃
金
算
定
基
礎
か

ら
除
外
さ
れ
る
な
ど
の
助
成
措

置
が
講
ぜ
ら
れ
ま
す
．
こ

れ
ら

の
制
度
の
詳
細
は
次
に
問
い
合

わ
せ

く
だ
さ
い
．

★
問
い
合
わ
せ

福
鳥
県
労
政
課
労
政
係

昔（
５
２
１
）
7
2
9
6

松

く

い
虫

防

除

松
く
い
虫
に
よ

る
被
害
が
増

え
て
い
ま
す
。
町
で
は
、
こ
の

被
害
を
防
ぐ
た
め
に
、
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
に
よ
る
薬
刑
収
布
を
行

い
ま
す
。

▼
散

布
地
域
…
◇
石
母
田
横
向
、

肱
田
、
熊
笹
ケ
人
周
辺
の
松
林

◇
泉
田
新
田
集
落
周
辺
の
松
林

▼
敵

布
日
・
時
間
・；
◇
六
月
二

十
三
口
、
七
月
七
日
◇
午
前
五

時
二
十
分
～

八
時
三
ｔ
分

▼
お
願
い
…
◇
散
布
日
や
散
布

時
間
は
、
天
候
に
よ
っ
て
変
わ

る
鳩
合
が
あ
り
ま
す
◇
散
布
日

は
対
象
区
城
内
に
立
ち
入
ら
な

い
で
く
だ
さ

い
◇
水
晶
森
線
、

阿
津
貴
志
線
・
支
線
、
原
町
線
、

南
半
田
赤
坂

線
、
半
田
北
口
線

は
通
行
止
め
に
な
り
ま
す
。

★
問
い
合
わ
せ

農
林
課

農
林
振
興
係

ｇ
（
５
８
５
）
2
9
8
6

結
婚

お
め
で
と

う

吉
田

信

奉
ｊ

・
畠

山

美
代

。
‘
（

第

４

）

高

柵
元

一
″
‘
・

房
妙

。ｓ

｛

山

崎

北

｝

横

山

郁
夫

Ｊ

・

石

岩

。
‘

（

泉

田

中

）

古

山

和

也
Ｊ

・

山

岸

恵

。
‘

（

貝
ｍ

）

誕
生

お
め
で

と
う

お

子

さ

ん
　

保

心

升

佐

肺

人

樹

、．
‘

晞

申

ぐ

寡

鳧

江

．
‘
｛

第

＆

｝

佐

肺

心

泱

・
‘

一

紀

．
‘
・
嶌

畑

子

．
‘
｛

堺

恋

檗

野

風

彎

“

雅

之

．
‘
・
寿

子

．
‘｛

倉

町

北

｝

遠

雌

概

些

．
Ｌ

Ｉ

．
‘
・
梢

．
‘

｛

板

仙

｝

巾

川

栞

、・
＾

慙

７

・
不

肖

子
．

‘

｛

宮
町

北

｝

松

川

余

叫

・
‘

充

弘

’
‘・
京

子

．
Σ

大
木

戸

）

安

祕

千

練

、・
‘

充

踝

．
‘
・

恵

子
．

‘

｛

山

崎

小

舘

｝

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

佐

久

間

す

み

い

。
‘

６７
　

｛

第
一

｝

一

木

イ

ヨ

。
‘
　

８３
　

｛

桝
６

｝

鴨

田

清

作

。
‘
　

８５

（

内

谷

西

）

佐

藤

ヤ

ス

。
‘
　

７９
　

（

小

坂

）

古

田

イ

ネ

’
‘
　

？

石

毋
田

家

）

佐

藤

キ

ン

子

。
‘
　

７２

（

皋

田

上

）

瀬
戸

瑞
々

‘
　

Ｍ
　

｛

中

邸

｝

（

５

月

加

日

届
出

分
ま

で

）

７月の心配ごと相談

５日㈲ 佐久同 嶄,４
谷津 粹.Iき･4

14  日 武　 齡,え

小丙 糾子j4
23日蚩 菊丿世 夢 助 “

石凧さよ子,4

・場所 栂場(  2 ) 相談蛮

畤゚間 乍前９畤～正午

人口と世帯
人 口 ５ 月 １ 日 現 在

屶　5.487 人(  +  1  )

女　5.9   ー3人( ＋１６)

叶11. ４００人(  十 一 7 )

出生 ５人 死亡 ８人
転入 ６６人 転出 ４６人

世 帯
3.15 2世帯 （ キ13 ）



生涯学習
つうしん

国 見町 教育委員会 生涯学習 課

(観 月台文化 センタ ー)

昔 く585 ) 2676 FAX  ( 585  ) 2707

一
年
の
学
習
に
意
欲

阿
津
賀
志
学
級

平
成
卜

。
年
度
阿
津
賀
志
学
級
開

講
式
並
び
に
交
通
安
全
大
学
証
交
付

式
は
五
月
十
三
口
観
月
台
文
化
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ル
に
お
い
て
二
百
名
の
学

級
生
が
出
席
し
、
盛
大
に
挙
行
さ
れ

ま
し
た
。
式
は
、
学
級
委
員
長
の
安

藤
政
治
さ
ん
の
進
行
で
、
阿
津
賀
志

学
級
の
歌
の
斉
唱
、
冨
永
武
夫
町
畏

の
激
励
の
こ
と
ば
、
佐
藤
忠
美
町
議

会
議
長
、
佐
藤
照
雄
桑
折
警
察
署
長

の
祝
辞
を
頂
き
、
次
い
で
、
新
学
級

生
十
八
名
を
代
表
し
て
、
商
野
キ
ミ

子
さ
ん
が
罵
永
町
長
か
ら
交
通
安
全

大
学
証
を
交
付
さ
れ
、
安
全
と
事
故

の
絶
無
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

開
講
式
の
終
了
後
、「
介
護
保
険
に

つ
い
て
」
と
題
し
て
高
橋
保
健
福
祉

課
長
の
講
義
が
あ
り
、
身
に
迫
る
思

い
で
聴
講
で
き
有
意
義
な
学
習
で
し

た
。閉

徽
の
後
、
新
学
級
生
に
記
念
と

し
て
朝
顔
鉢
を
贈
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
恒
例
の
朝
顔
展
示
会
【
八
月
六
旦

に
出
品
し
て
頂
く
た
め
の
も
の
で
す
。

今
年
度
は
、
総
学
級
生
二
百
五
卜
名
。

た
い
へ
ん
盛
況
で
す
。

学
習
内
容
は
、

。
同
に
会
し
て
行

う
講
演
・
実
技
・
旅
行
・
園
芸
等
、

ま
た
、
趣
味
の
四
グ
ル
ー
プ
学
習
を

含
め
る
と
年
間
四
十
回
ほ
ど
の
講
座

が
開
設
さ
れ
ま
す
。
本
学
級
の
更
な

る
充
実
と
発
展
の
た
め
に
ご
協
力
下

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

子
育
て
教
室

平
成
十
一
年
度

『
子
育
て
教
室
』

の
開
講
式
は
。
五
月
十
四
日
に
観
月

台
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
教
室
の
ね
ら
い
は
。
幼
児
期

の
家
庭
教
育
の
重
要
性
を
自
覚
し
、

子
育
て
の
心
栂
え
や
知
臓
、
技
能
を

学
び
な
が
ら
叡
窒
生
が
お
互
い
に
交

流
し
合
っ
て
、
友
達
の
輪
を
広
め
て

行
く
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

開
講
式
で
は
、
武
田
課
長
補
佐
か

ら
、
幼
児
期
の
子
育
て
の
大
切
さ
と

若
い
お
母
さ
ん
達
へ
の
期
待
に
つ
い

て
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
か
ら
一
人
ず
つ

自
己
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の

時
ば
か
り
は
、
小
さ
な
子
ど
も
達
も

目
を
大
き
く
見
開
い
て
闘
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。

次
に
教
室
生
を
代
表
し
て
、
高
野

千
代
子
さ
ん
が
『
こ
の
教
室
で
た
く

さ
ん
の
良

い
出
会
い
に
忠
ま
れ
な
が

ら
学
習
し
て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
で

も
新
し
い
悩
み
や
疑
問
が
次
々
と
出

て
き
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
年
も
公
民

館
の
皆
様
や
子
育
て
の
先
輩
で
あ
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
の
力
を
借
り

な
が
ら
、
み
ん
な
で
楽
し
く
学
習
し
、

子
ど
も
と
共
に
成
長
し
て
い
き
た
い

と
思

い
ま
す
。
‘
と
、
抱
負
を
述
べ
ま

し
た
。

開
講
式
に
続
き
、
一
回
目
の
学
習

に
入
り
ま
し
た
が
そ
の
問
、
子
ど
も

達
は
元
気
に
楽
し
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
人
達
と
過
ご
し
ま
し
た
。

新生活運動にご協力ください

◇結婚痂1 宴は簡素にし、会費制としましょう。　= 号拍 、

]I会費は一万円以内とじ、引出物は自粛しましょう。
气1

々邦見舞いは三干円以内とし､､快気祝いは自粛しましょう;

◇香剛 ま三干円以内とし、お返しは自粛しましょうＪ 鈩･

.气国見匐新生活迦勦推進委興会



成

人

学

級

「
学

習

の

結

果
を

日

常

生
活

に

生

か
し

。
自
己

を
高

め
る
ご

こ

れ

が
平

成
ト

ー
年
度

の

努
力
嘔

項
で

す
。

一
般
的

な
傾

向
と

し
て

。

い
ろ

い

ろ
な

講
演

や
講

義
を

聴

い
た
り

、
実

技

を
学
ん

だ
り

し
て

も
、『
大
変

た
め

に

な
っ
た

』
と
か
『
良

い
話
だ
っ

た

』

だ

け
で

柊
わ
り

に

な
り
が

ち
で

、
日

常

の
生

活
の

中
に
取

り
入

れ
、

生

か

そ

う
と

い
う
こ

と

が
少

な

い
よ

う
な

気

が

い
た
し

ま
す

。
そ

の
よ

う
な
意

昧

合

い
か
ら

本
年

度
の

努
力

事
項

と

し

て
設

定

い
た
し

ま
し

た
。

本
年

度
の

成
人

学
級

は
去

る
五
月

七
日
、

三
十

七
名

（
男

六
名

、
女

三

十
一
名

）
で

開
講
し

ま
し

た

。

学

習
の
主

な
内

容
と

し
ま

し
て

は

昨
年
前

か

ら
引
き

続
き

の

「
文
章

教

室
」
「
文
学

敵
歩

」
、
町

民

と
し
て

町

の

様

子

や

動

き

を
理

解

す

る

た

め

『
町

政
を

閥
く
会

』「
議

会
傍
聴

」
明

年
四

月
か

ら
実

施
さ

れ
ま

す
と
こ

ろ

の

『
介
護

保
険

制
度

』
の

学
習

、
秋

の

「
ト
ロ

ッ
コ
列

啾

の
旅

」
等

々
を

計
岡

い
た

し
て

お
り

ま
す

。

ま

た
、

こ
れ

か
ら

の
学

習
の

実
施

に

あ
た
り

ま
し

て
は

、
学

級
生

は
じ

め
学

級

委
員

の
方

々
と
十

分
話

合

い

進

ん
で

参
加
し

、
楽

し

く
学

習
で
き

る
よ

う

、
方

法
等

を
工
夫

し
て

進
め

て

い
き

た

い
と
考
え

て

お
り
ま

す
。

な
お
、
学
級
委
員
は
、
委
員
艮
内

池
育
男
さ
ん
、
副
委
員
長
佐
野
キ
ミ

さ
ん
。
会
計
菅
野
元
子
さ
ん
、
委
員

に
は
、
新
村
国
夫
さ
ん
、
吉
旧
喜
久

子
さ
ん
、
高
橋
い
せ
子
さ
ん
が
選
出

さ
れ
、
学
級
の
運
営
推
進
に
あ
た
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

く
に
み
女
性
教
室

く
に
み
女
性
教
室
の
開
講
式
は
五

月
十
二
口
、
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

高
橋
公
民
館
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、

斎
藤
教
育
長
の
祝
辞
、
年
間
学
習
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
今
年
度
は
、

講
話
、
健
康
体
操
、
研
修
旅
行
、
手

芸
。
調
理
実
習
、
手
話
な
ど
、
年
間

十
七
回
の
全
体
学
習
の
ほ
か
、
ス
ポ

ー
ツ
民
踊
の
グ
ル
ー
プ
学
習
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

開
甜
式
終
了
後
の
第
一
回
目
の
学

習
会
は
、
福
鳥
市
飯
坂
町
の
佐
藤
和

子
先
生
を
講
師
に
迎
え
「
気
軽
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
い
う
題
で
、
平
和

太
郎
君
（
腹
話
術
）
と
一
緒
に
、
先

生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
談
な
ど
を

聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

少
年
仲
間
づ
く
り
教
室

少
年
仲
呵
つ
く
り
教
室
の
開
講
式

は
五
月
八
日
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー

大
研
修
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
教
室
は
、
町
内
各
小
学
校
の

四
年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
の
児
童
を

対
象
に
、
学
校
や
学
年
の
異
な
る
集

団
の
中
で
、
相
互
に
尊
敬
や
思
い
や

り
の
心
を
育
み
、
社
会
の
変
化
に
主

体
的
に
対
応
で
き
る
心
豊
か
で
た
く

ま
し
い
児
衆
を
育
成
す
る
こ
と
を
目

的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
約
百
名
の
応
募
が
あ
リ
抽

逸
の
結
果
、
開
講
式
に
は
、
児
歃
六

十
名
と
、
そ
の
父
母
が
出
席
し
ま
し

た
。
高
橋
公
民
館
畏
の
あ
い
さ
つ
と
、

松
洲
常
雄
藤
田
小
学
校
長
か
ら
励
ま

し
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
。
キ

ャ
ン
プ
や
パ
ー
ド
ウ
ォ

ヅ
チ
ン
グ
な

ど
、
今
後
の
活
助
叶
画
の
脱
明
を
閥

き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
体
育
館
で
風

船
ふ
わ
ふ
わ
リ
レ
ー
と
ピ
ン
ポ
ン
玉

を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
な
ど
を
楽
し
み
ま

し
た
。

ブ
ラ
ッ
ク
パ
ン
サ

ー
が
優
勝

～
町
長
杯

家
庭
バ
レ
ー
ポ
ー
ル
大
会
～

第
十
七
回
町
長
杯
家
庭
バ
レ
ー
ポ

ー
ル

大
会
は
五
月
九
日
、
観
月
台
文

化
セ
ン
タ
ー
体
育
館
で
開
か
れ
ま
し

た
。大

会
は
、
冨
永
町
長
の
あ
い
さ
つ

に
続
き
、
石
毋
田
ス
ポ
ー
ツ
振
興
会

の
佐
藤
和
子
さ
ん
の
力
強
い
選
手
宣

誓
で
試
合
が
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
大
会
に
は
ハ
チ
ー
ム
が
参
加
、

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
で
日
頃
の
練
習
を

十
二
分
に
発
押
し
熱
戦
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優

勝

ブ
ラ
ッ
ク
パ
ン
サ
ー

準
優
勝

小
坂
バ
レ
ー
ク
ラ
ブ

第
三
位

ラ
ッ
キ
ー
ズ

ソフトバレーボール教室
～みんな で、気軽にニュースポーツを～

１。日 時　７月21日吻、７月28日啝　 午後７瞬匐分～午後９時
２．場 所 観月台文化センター体育館
３．対 象 国見町に居住又は町内の職場に勤務する方(学生は除く)

４．定 員 ｌ)名
５．指番者 御津魏幸先生( 伊達町役明韆員)
６．字濶内霊 ソフトバレーボールの基礎、応用、ゲーム等
７．準偏勧 運動に酒した服装、スポーツシューズ
ｅ．申込み　７月lj1日啝まで生涯学習課へ。電話での申込み可。

(ｓｓ5－2676)

●期間 ・昼聞のみ･･･７月３日～８月3¶Ｂ

・畳・崔閖,･･7月10a ～・月霤日

●韓間 ・糲１皿･･･９：匐－11:30

・罵２趙･･･13:ｰ  15:00

・冪３圜…Is: 匐ヽ17 : 加

・ｓＩ遐･･･ll:加一加: ３a

（７月10 日 ~ 8月餃日の副
‘ ご刊用

ください

◆注羃
・ 小 字 生 以 下t よ俥 箆 者 屑 倖 で す ． た

だ し 、 小 学 ４ 年 生 以 上 で 物 ｰ  上

の 泌 力 の あ る 児１ は 餘 き ま す.

・ 小 中 学 生 が 夜 緊 利 用 す る 場 合 は　

識 者 畸 悍 で す ．　　　 ノ

●料食

区 分 堊 茯 収用時間
大　 人 IS心円 - 円

１人１圖
２時間以内

高 奴 生 100円 150円

小中学生 30円 5Q円

未就学児 鷦　 叫



監
査
委
員
に
菊
地
正
議
員

５月711 町監査委員に町議員より選任された、

菊地正霞貫に辞令が交付されました。議会改選

により室井睛‐ 委員が任期満ｆとなり、後任に

菊地委員が新たに就任されました。r 町民の皆

さんの関心が高まっており。その付託|二応える

べき精一杯務めたい。」と。菊地委員は就任挨

摎でが抱負を述べました。

市
町
村
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

第９回県市町村ゲートボール選手権大会は５

月22 ・23 日楢葉町で間催され、国見町より６

名からなる選抜チームが参加しました。 砧火は

２勝２敗。あとｰ→歩のところで惜しくも決勝リ

ーグに進めませんでしたが。町代表に恥じない

立派な戦いぶりでした。（写真は冨永町艮より

激励をうける選手のみなさん）

子
ど
も
を
地
域
で
守
り
ま
し
ょ
う

層
近

。児
呶
へ
の
声
か
け
」
な
ど
変
質
者
の
犯
行
と
思
わ
れ
る
嘔

件
が
多
発
し
て
お
り
ま
す
。
国
兄
町
胥
少
年
育
成
町
民
会
議
で
は
町

内
各
所
に
ａ

収
を
設
置
し
、
呶
の
ｆ
か
ら
7‐
供
た
ち
を
守
る
活
動
を

推
進
し
て
い
ま
す
、
こ
れ
か
ら
の
倒
兄
町
を
担
う
7
.
供
た
ち
を
地
破

ぐ
る
み
で
守
り
ま
し
よ
う
で
こ
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

『
不
審
者
を
見
た
り
聞
い
た
ら
1
1
0

番
』

県
町
村
会
副
会
長
に
冨
永
町
長

柵鳥県町村会定期総会が５月25 日に開催され．

席上冨永武夫町長が刑公長に選任されました、

県町村会は県下80 町村を代表し．愈見や要？

を取りまとめ、国や県への働きかけなど行ない

ます、地方分柿の推進が叫ばれる中、地方自治

伸展に県下町村長のリーダーとして爪寳を担う

ことになり ます．

ち
い
さ
な
天
才
た
ち

調
べ
学
習
の
後
で

「
卜

牛
」
に
つ
い
て

大
木
戸
小

酒
井

傘

「

ト

キ

」

の

こ

と

に

付

い

て

調

べ

て

分

か

っ

た

こ

と

は

、

な

ぜ

ト

キ

が

一

羽

し

か

い

な

い

の

か

は

。
ト

キ

の

羽

を

取

る

た

め

に

殺

し

た

し

。

ま

た

。
田

ん

ぼ

に

蓁

を

ま

き

。

え

さ

を

取

れ

な

い

よ

う

に

し

た

か

ら

だ

。

薹

の

せ

い

で

、

プ

ラ

ン

ク

ト

ン

が

死

ん

で

、

タ

ニ

シ

が

プ

ラ

ン

ク

ト

ン

を

食

ぺ

れ

ず

死

に

、

ト

キ

は

タ
ニ

シ
が

食
ぺ
う

れ
な

く
な

っ
て

・
・

・
・

・

と

こ

の

よ

う

に

】
つ

が

こ

わ

さ

れ

。
つ

い

に

は

全

部

が

こ

わ

さ

れ

・

・

：

と

な

っ

て

し

ま

う

よ

う
だ

。

今

、

ト

キ

は

日

本

に

一
羽

し

か

い

な

い

の

で

。
そ

の

一
羽

を

大

事

に

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

と

思

う

。

ト

キ

だ

け

で

な

く

。
自

然

全

囹

を

大
切

に

し
な

け

れ
ば

な

ら

な
い

八
恵

う

。

一

つ

一
つ

自

分

に

や

れ

る

こ

と

を

大

切

に

し

て

い

き

た

い
と

思

う

。

『
児
書
生
徒
文
責く

に
み

第
3
1号
』
か
ら
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